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名古屋大学太陽地球環境研究所では、１９９８年１０月より高感度の掃天分光測光器、全天カメラによる低緯

度オーロラの分光観測を行ってきた。１９９９年から２００４年の太陽活動極大期では、磁気嵐に伴い２０例の低

緯度オーロラを日本で観測することに成功した。これらの中には、磁気嵐開始から２時間以内に北海道でオーロラ

が観測された例が数例見られている。本研究では、２０００年４月６日、２００１年１０月２１日、２００３年１

０月３０日など、こういった磁気嵐初相の低緯度オーロラの地上観測を紹介すると共に、その成因を探るため、Ｎ

ＯＡＡ衛星粒子データ、ＤＭＳＰ衛星粒子・イオンドリフトデータなどを解析した結果を報告する。 

 


